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与
謝
野
門
下
東
京
新
詩
社
歌
人
田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
に
つ
い
て

宮

本

和

歌

子

は
じ
め
に

明
治
末
期
の
『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』
に
東
京
新
詩
社
の
一
員
と
し
て

度
々
歌
を
発
表
し
た
田
村
黄
昏
、
本
名
田
村
豊
彦
（
明
治
十
九
年
〈
一
八

八
六
〉
二
月
二
十
日
～
昭
和
八
年
〈
一
九
三
三
〉
十
一
月
九
日
）
は
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
春
、
満
二
十
歳
で
与
謝
野
寛
率
い
る
東
京
新
詩

社
に
入
社
、
東
京
帝
国
大
学
在
籍
中
の
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に

は
森
鴎
外
や
高
村
光
太
郎
、
吉
井
勇
ら
と
並
び
毎
号
の
よ
う
に
『
ス
バ
ル
』

誌
上
を
賑
わ
し
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各
号
に
合
計
百
三
十

五
首
を
発
表
し
て
新
進
歌
人
と
し
て
頭
角
を
表
し
て
い
た
。
そ
の
華
々
し

い
様
子
は
、
『
万
造
寺
斉
選
集
』
第

巻
序
文
で
堀
口
大
学
に
よ
り
、
「
万

9

造
寺
斉
は
そ
の
頃
の
傾
き
か
け
た
新
詩
社
の
社
運
を
背
負
つ
て
活
躍
し

た
、
若
き
短
歌
実
作
者
の
第
一
人
者
の
観
が
あ
つ
た
。
／

他
に
も
斉
と

同
じ
く
東
京
帝
大
の
最
上
級
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
あ
た
り
に
席
を
置
い

て
、
短
歌
に
才
を
競
つ
た
二
子
が
あ
つ
た
。
田
村
黄
昏
、
藤
岡
長
和
の
二

人
だ
。
お
互
に
爾
汝
相
ゆ
る
す
仲
ら
し
く
、
こ
の
帝
大
三
羽
烏
の
花
や
か

な
存
在
は
、
中
学
を
卒
え
て
田
舎
か
ら
出
て
来
た
ば
か
り
の
、
十
八
才
の

少
年
の
目
に
は
羨
し
い
限
り
の
も
の
に
見
え
た
」（

一
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

与
謝
野
晶
子
は
自
著
『
歌
の
作
り
や
う
』
（
大
正
四
年
〈
一
九
一
五
〉
十

二
月
金
尾
文
淵
堂
）
で
、
「
私
の
尊
敬
し
て
居
る
現
代
の
詩
人
の
中
で
、

与
謝
野
寛
、
高
村
光
太
郎
、
平
野
万
里
、
茅
野
蕭
蕭
、
吉
井
勇
、
石
川
啄

木
、
北
原
白
秋
、
田
村
黄
昏
、
万
造
寺
斉
、
間
島
磐
雄
、
香
川
不
抱
の
諸

氏
は
曽
て
私
が
一
所
に
歌
を
詠
み
合
つ
た
人
達
で
す
が
、
私
は
此
人
達
が

（
中
略
）
現
代
を
代
表
す
る
程
の
佳
作
を
短
時
間
に
詠
ま
れ
た
こ
と
を
知

つ
て
居
ま
す
」
と
、
尊
敬
す
る
現
代
歌
人
の
一
人
と
し
て
夫
の
与
謝
野
寛

や
高
村
光
太
郎
、
吉
井
勇
と
並
び
田
村
黄
昏
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
豊

彦
は
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
明
治
四
十
五
・
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

以
降
歌
の
発
表
を
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十

一
月
九
日
享
年
四
十
八
で
の
早
い
死
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
月

『
冬
柏
』
第
五
巻
第
二
号
で
「
昨
年
十
一
月
に
新
詩
社
の
旧
友
田
村
黄
昏

（
名
は
豊
彦
）
氏
が
没
せ
ら
れ
た
。
氏
は
高
等
学
校
時
代
よ
り
同
学
の
藤

岡
長
和
氏
と
共
に
「
明
星
」
や
「
ス
バ
ル
」
へ
歌
を
出
さ
れ
た
人
で
あ
る
」

と
伝
え
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

帝
大
三
羽
烏
の
う
ち
、
万
造
寺
斉
は
『
歌
集

憧
憬
と
漂
泊
』
（
大
正

十
三
年
〈
一
九
二
四
〉
六
月
万
造
寺
斉
刊
）
や
『
蒼
波
集
』
（
昭
和
七
年

〈
一
九
三
二
〉
七
月
街
道
社
）
な
ど
存
命
中
に
刊
行
さ
れ
た
歌
集
が
複
数
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あ
り
没
後
に
も
年
譜
付
き
の
選
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
し
、
藤
岡
長
和
は

佐
賀
県
や
和
歌
山
県
の
知
事
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
足
跡
も
判

明
し
て
い
た
が
、
作
品
集
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
四
十
代
で
死

去
し
た
田
村
黄
昏
は
生
没
年
は
じ
め
生
前
の
足
跡
も
不
明
点
が
多
く
、
現

在
で
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
歌
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
豊
彦
遺

族
の
協
力
に
よ
り
田
村
黄
昏
や
与
謝
野
寛
の
未
発
表
歌
を
含
む
数
々
の
資

料
と
談
話
の
提
供
を
受
け
て
略
年
譜
を
作
成
し
、『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』

に
多
く
の
歌
を
発
表
し
た
の
は
東
京
帝
国
大
学
在
学
中
の
東
京
居
住
期
間

で
あ
っ
て
過
去
の
明
星
派
歌
人
研
究
で
在
大
阪
歌
人
と
さ
れ
て
い
た
の
は

適
切
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
拙
稿
「
与
謝
野
門
下
新
詩
社
歌
人

・
田
村
黄
昏
に
つ
い
て

―
略
年
譜
の
作
成
、
田
村
黄
昏
な
ら
び
に
与

謝
野
寛
未
発
表
歌
の
紹
介

―
」（

二
）

に
略
年
譜
を
掲
載
し
た
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
二
月
二
十
日
と
い
う
豊
彦
の
生
年
月
日
は
、

彼
と
同
時
期
に
東
京
新
詩
社
で
活
動
し
生
前
ほ
と
ん
ど
注
目
を
浴
び
る
こ

と
な
く
亡
く
な
っ
た
石
川
啄
木
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
私
生
児
と
し
て
生

ま
れ
、
中
学
校
を
中
退
し
、
生
涯
貧
苦
に
喘
い
だ
石
川
啄
木
に
対
し
、
豊

彦
は
両
親
の
揃
っ
た
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
て
第
三
高
等
学
校
か
ら
東
京

帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
会
社
員
と
な
っ
て
以
降
も
余
裕
の
あ
る
暮
ら
し
を

送
っ
て
い
た
。
豊
彦
は
啄
木
の
よ
う
に
必
死
で
生
活
費
を
稼
ぐ
必
要
が
な

か
っ
た
せ
い
か
生
前
自
身
の
歌
を
刊
行
し
よ
う
と
必
死
に
売
り
込
む
こ
と

は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
つ
か
歌
集
を
刊
行
し
た
い
と
い

う
希
望
を
持
っ
て
は
い
た
ら
し
く
、
雑
誌
へ
歌
を
発
表
し
な
く
な
っ
て
か

ら
も
作
歌
と
詠
歌
の
自
選
作
業
を
続
け
て
い
た
。
生
前
の
歌
集
刊
行
は
実

現
し
な
か
っ
た
が
、
豊
彦
の
死
後
、
豊
彦
の
歌
稿
類
か
ら
四
百
四
十
一
首

の
歌
を
選
出
、
収
録
し
た
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
が
二
番
目
の
妻
・
姚
子

（
た
よ
こ
）
と
第
三
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
・
小
牧
茂
彦
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
、
生
前
交
流
の
あ
っ
た
者
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

年
代
順
に
歌
を
収
録
し
た
『
黄
昏
』
を
見
る
と
、
新
詩
社
仲
間
の
影
響

を
受
け
て
か
若
さ
ゆ
え
の
苦
悩
や
色
街
の
光
景
を
詠
ん
だ
歌
が
多
か
っ
た

豊
彦
の
歌
で
あ
る
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
第
一
子
誕
生
以
降
に
歌

風
が
一
変
し
、
我
が
子
へ
の
愛
情
に
満
ち
た
歌
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
日

常
生
活
の
折
々
に
感
じ
る
我
が
子
へ
の
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
は
東
京
新

詩
社
を
主
宰
し
て
い
た
与
謝
野
夫
妻
も
あ
ま
り
詠
ん
で
い
な
い
が
、
堀
口

大
学
に
よ
っ
て
豊
彦
と
同
じ
帝
大
三
羽
烏
に
数
え
ら
れ
た
万
造
寺
斉
も
、

与
謝
野
夫
妻
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
刊
行
し
た
歌
集
に
多

数
残
し
て
い
る

（
三
）

。
与
謝
野
晶
子
に
高
く
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
表
立
っ

て
活
動
し
た
期
間
の
短
か
っ
た
田
村
黄
昏
の
歌
風
の
変
遷
と
作
歌
活
動
を

解
明
す
る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
、
本
稿
で
は
貴
重
な
未
発
表
歌
を
多

数
含
ん
だ
田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
所
収
歌
の
選
出
基
準
、
既
発

表
歌
と
未
発
表
歌
の
割
合
や
異
同
を
調
査
し
て
い
く
。

一

『
黄
昏
』
草
稿
と
小
牧
茂
彦

現
時
点
で
発
表
が
確
認
さ
れ
て
い
る
田
村
豊
彦
の
歌
は
、
黄
昏
と
い
う

号
で
詠
ん
だ
八
首
が
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
一
月
東
京
新
詩
社

『
明
星
』
午
歳
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
ま
で
東
京
新
詩
社
『
明
星
』
に
五
回
、
昴
発
行
所
『
ス
バ

ル
』
に
七
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、
小
宮
水
心
『
応
用
新
案

漢
詩
と
新

体
詩
』
（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
三
月
積
善
館
）
に
教
材
と
し
て
一

首
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
以
降
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の

我
等
発
行
所
『
我
等
』（

四
）

、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
の
明
星
発
行
所

『
明
星
』
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
改
造
社
編
『
新
万
葉
集
』
第
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写
真
一
（
遺
族
提
供
）

写
真
二
（
遺
族
提
供
）

五
巻
（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
五
月
改
造
社
）
で
新
た
な
歌
の
掲
載

を
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
彦
の
遺
族
宅
に
は
多
数
の
未

発
表
歌
を
含
む
手
製
の
田
村
黄
昏
歌
集
『
黄
昏

亡
夫
豊
彦
偲
び
草
』（
写

真
一
）
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

妻
の
姚
子
に
よ
る
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
一
月
九
日
付
の
『
黄

昏
』
跋
文
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
豊
彦
七
回
忌
に
際
し
て
遺
さ
れ
た
詠
草
を

畏
友
小
牧
茂
彦
に
選
ん
で
も
ら
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
）
か
ら
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
ま
で
の
年
毎
の
詠
歌
、
明

治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
以
降
と
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
昭
和

五
年
（
一
九
三
〇
）
ま
で
の
年
毎
の
詠
歌
が
一
頁
か
ら
四
十
六
頁
ま
で
に

収
録
さ
れ
て
い
る
他
（
写
真
二
）
、
豊
彦
の
肖
像
写
真
と
直
筆
短
冊
か
ら

の
書
影
を
載
せ
た
口
絵
（
写
真
三
）
、
二
頁
分
の
小
牧
茂
彦
の
序
文
と
半

頁
分
の
姚
子
の
跋
文
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
小
牧
茂
彦
の
序
文
「
序

に
代
へ
て
」
は
、
「
明
治
三
十
六
年

九
月
、
其
時
分
の
第
三
高
等
学
校

の
寄
宿
舎
の
北
寮
第
三
室
に
顔
を

合
せ
た
中
に
垢
抜
け
の
し
た
学
生

が
一
人
居
た
。
夫
れ
が
田
村
君
で

あ
つ
た
」
と
始
ま
り
、
他
の
仲
間

と
一
緒
に
雅
星
会
と
い
う
和
歌
の

会
を
結
成
し
た
こ
と
を
回
想
し
て

い
る
。『
黄
昏
』
所
収
歌
選
出
に
つ

い
て
は
、
「
私
は
迷
つ
た
。
之
で
い

い
と
云
ふ
自
信
も
な
か
つ
た
。
（
中

略
）
も
つ
と
し
つ
か
り
し
た
歌
人

写
真
三
（
遺
族
提
供
）

（
非
公
開
）

（
非
公
開
）

（
非
公
開
）
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に
見
て
貰
ふ
の
が
本
当
と
も
思
つ
た
。
私
の
迷
ひ
を
田
村
君
の
霊
は
憫
笑

し
て
ゐ
る
事
で
あ
ら
う
。
又
私
の
選
び
方
に
苦
笑
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら

う
。
ま
さ
か
怒
ら
れ
は
す
ま
い
と
思
ふ
」
と
豊
彦
へ
の
愛
情
に
満
ち
た
文

で
説
明
し
、
筆
を
置
い
て
い
る
。

『
第
三
高
等
学
校
一
覧

明
治
三
十
五
年
九
月
起
明
治
三
十
六
年
八
月

止
』（

五
）

に
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
三
十
日
時
点
で
の
第
三

高
等
学
校
在
籍
者
氏
名
が
記
載
さ
れ
、
大
学
予
科
生
徒
第
一
部
第
一
年
級

法
科
甲
四
十
名
の
中
に

東
京
府
士
族
田
村
豊

彦
、
東
京
府
士
族
小

牧
茂
彦
両
名
の
名
前

が
あ
る
。
人
事
興
信

所
編
『
人
事
興
信
録
』

第
八
版
（
昭
和
三
年

〈
一
九
二
八
〉
七
月

人
事
興
信
所
）
に
よ

れ
ば
小
牧
は
豊
彦
よ

り
年
長
の
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
）
七

月
生
ま
れ
で
、
豊
彦

十
七
歳
、
小
牧
十
九

歳
の
と
き
に
第
三
高

等
学
校
の
級
も
寄
宿

室
も
同
じ
仲
間
と
し

て
出
会
っ
た
よ
う
だ

（
写
真
四
）
。
『
第
三

（
非
公
開
）

写
真
四
（
遺
族
提
供
。
最
後
列
左
か
ら
四
番
目
田
村

豊
彦
、
中
列
右
か
ら
四
番
目
小
牧
茂
彦
。）

高
等
学
校
一
覧

明
治
三
十
七
年
九
月
起
明
治
三
十
八
年
八
月
止
』
に
は

第
一
部
第
三
年
級
法
科
甲
に
豊
彦
の
名
が
、
第
一
部
第
二
年
級
法
科
甲
に

小
牧
の
名
が
あ
り

（
六
）

、
留
年
を
し
た
小
牧
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）
七
月
に
第
三
高
等
学
校
大
学
予
科
を
卒
業
し
た
豊
彦

（
七
）

よ
り
一
年

遅
れ
て
第
三
高
等
学
校
大
学
予
科
第
一
部
文
科
を
卒
業
し
た

（
八
）

後
、
明

治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
豊
彦
と
揃
っ
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政

治
学
科
に
入
学
し
て
い
る

（
九
）

。
小
牧
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

七
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
が

（
十
）

、

豊
彦
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
九
月
に
新
設
さ
れ
た
法
科
大
学
経

済
学
科
に
入
学
し
直
し

（
十
一
）

、
小
牧
の
卒
業
か
ら
一
年
三
ヶ
月
遅
れ
て
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
を
卒
業

し
て
い
る

（
十
二
）

。

豊
彦
の
遺
族
宅
に
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
八
月
八
日
東
京

の
実
家
に
帰
省
中
の
小
牧
が
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
絵
葉
書

（
十
三
）

や
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
五
日
の
消
印
が
押
さ
れ
た
小
牧
か
ら
の
絵
葉
書

が
残
っ
て
お
り
、
第
三
高
等
学
校
卒
業
後
も
両
者
の
交
流
が
続
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
「
序
に
代
へ
て
」
に
は
、「
晩
年
は
才
人
の
悌
は
無
く
な

マ
マ

つ
て
平
凡
な
一
会
社
員
の
観
が
あ
つ
た
。
会
社
を
止
め
て
彼
は
実
に
い
ゝ

い
お
父
さ
ん
で
も
あ
つ
た
。
偶
々
私
の
処
へ
来
て
も
始
か
ら
終
ま
で
子
供

の
こ
と
ば
か
り
話
し
て
帰
つ
て
ゆ
く
こ
と
も
あ
つ
た
」
と
、
豊
彦
の
晩
年

の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。

豊
彦
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
前
掲
『
新
万
葉
集
』
第
五
巻
に
は
、
豊
彦

存
命
中
の
発
表
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
「
夜
の
汽
車
わ
が
生
く
る
世
の
よ

ろ
こ
び
を
み
な
の
せ
て
去
る
ご
と
く
淋
し
き
」
、
「
爆
弾
の
裂
く
る
音
よ
り

お
そ
ろ
し
き
も
の
に
ぞ
次
の
一
言
を
待
つ
」
の
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同
書
の
「
作
者
略
歴
」
に
お
い
て
、
「
田
村
黄
昏

本
名
豊
彦
。
明
治
十
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九
年
二
月
東
京
に
生
る
。
大
正
元
年
九
月
東
京
帝
大
法
科
大
学
経
済
学
科

卒
業
。
大
正
五
年
大
阪
織
物
株
式
会
社
入
社
、
昭
和
六
年
退
社
。
昭
和
八

年
十
月
兵
庫
県
武
庫
郡
甲
子
園
に
逝
去
。
三
高
時
代
よ
り
作
歌
に
入
り
、

大
正
前
後
は
「
明
星
」
に
拠
り
、
其
後
「
ス
バ
ル
」
に
も
発
表
す
」（

十
四
）

と
豊
彦
の
経
歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
遺
族
宅
に
保
管
さ
れ
て
い

た
小
牧
茂
彦
に
よ
る
『
黄
昏
』
序
文
案
に
は
、
「
田
村
豊
彦
君
は
明
治
十

九
年
二
月
二
十
日
東
京
に
生
れ
、
（
中
略
）
大
正
元
年
九
月
、
東
京
帝
国

大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
を
卒
業
し
た
。
／

大
正
五
年
九
月
大
阪
織
物

株
式
会
社
に
入
り
、
倉
庫
係
、
庶
務
係
、
用
度
主
任
、
会
計
主
任
に
歴
任

し
て
、
十
五
年
の
間
会
社
に
勤
続
し
て
居
た
が
、
事
情
あ
り
て
昭
和
六
年

十
一
月
退
社
し
た
。
爾
後
閉
地
に
在
つ
た
が
昭
和
九
年
春
肋
膜
を
病
み
て

よ
り
急
に
元
気
衰
へ
、
そ
の
秋
腎
臓
炎
よ
り
尿
毒
病
を
併
発
し
遂
に
十
一

月
九
日
に
逝
去
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
豊
彦
の
没
年
月
日
を
『
新
万

葉
集
』
で
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
没
、
小
牧
の
序
文
案
で
は
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
没
と
し
双
方
異
な
る
誤
り
を
記
載
し
て
い

る
が
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
の
大
学
卒
業
を
同
年
九
月
と
誤
っ

て
い
る
点
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
四
月
『
帝
国
大
学
出
身
録
』
で

は
大
阪
と
あ
る
豊
彦
の
出
生
地

（
十
五
）

を
東
京
と
し
て
い
る
点
で
『
新
万
葉

集
』
と
『
黄
昏
』
序
文
案
は
一
致
し
て
い
る
。
豊
彦
の
死
後
、
『
新
万
葉

集
』
へ
の
収
録
を
打
診
さ
れ
た
妻
の
姚
子
か
姚
子
か
ら
依
頼
さ
れ
た
小
牧

が
豊
彦
の
遺
稿
か
ら
二
首
を
選
び
、
豊
彦
の
略
歴
を
『
新
万
葉
集
』
収
録

用
に
提
供
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

豊
彦
と
小
牧
茂
彦
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
の
出
会
い
以

降
豊
彦
の
死
ま
で
、
実
に
三
十
年
来
の
友
人
で
あ
っ
た
。
小
牧
は
「
大
学

を
卒
業
し
て
会
社
員
と
な
つ
て
か
ら
は
自
然
歌
の
方
は
不
勉
強
に
な
つ
て

ゐ
た
が
、そ
の
あ
と
ず
つ
と
歌
を
作
つ
て
ゐ
た
な
ら
と
惜
し
い
気
が
す
る
。

云
は
ば
そ
の
頃
が
一
転
機
の
頃
で
あ
つ
て
青
年
の
客
気
の
鎮
静
す
る
と
共

に
、
才
気
喚
発
と
云
つ
た
や
う
な
華
や
か
さ
を
失
ひ
自
分
で
少
し
気
を
腐

ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
が
、
そ
れ
は
詩
想
の
涸
渇
で
な
く
し
て
円

熟
に
一
転
機
す
る
時
代
で
も
あ
つ
た
の
だ
。
と
云
ふ
の
は
そ
の
後
折
ふ
し

に
作
つ
た
歌
が
却
つ
て
仲
々
に
よ
い
も
の
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
か
ら

で
あ
る
」
と
、
か
つ
て
和
歌
の
同
志
だ
っ
た
だ
け
あ
り
「
序
に
代
へ
て
」

で
豊
彦
の
作
風
を
的
確
に
分
析
し
て
お
り
、
歌
人
田
村
黄
昏
を
最
も
よ
く

理
解
す
る
評
論
家
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
「
元
来
君
の
歌
は
千

数
百
首
に
上
つ
て
ゐ
る
が
そ
の
多
く
は
習
作
と
見
ら
れ
」
、
「
君
は
生
前
第

一
次
と
第
二
次
に
亘
つ
て
そ
の
初
期
時
代
の
歌
を
自
選
し
て
ゐ
る
の
で
大

体
そ
れ
に
依
」
っ
て
『
黄
昏
』
収
録
の
歌
を
選
出
し
た
と
説
明
し
て
い
る

他
、
「
此
集
の
中
に
は
「
明
星
」
又
は
そ
の
後
身
の
「
昴
」
に
載
つ
た
も

の
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
う
で
な
い
の
は
初
め
の
方
の
四
五
十
首

と
終
り
の
方
の
十
数
首
位
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と
も
記
し
て
い

る
。
遺
族
宅
に
残
っ
て
い
た
『
黄
昏
』
草
稿
の
う
ち
「
選
の
経
過
説
明
」

と
題
さ
れ
た
原
稿
用
紙

（
十
六
）

に
は
「
序
に
代
へ
て
」
よ
り
一
層
詳
し
い
選

出
の
経
緯
が
記
さ
れ
、
「
一
、
此
の
内
第
二
十
六
頁
ま
で
は
大
体
全
部
を

網
羅
し
て
第
一
次
自
選
、
第
二
次
自
選
あ
り
。
／
第
二
十
七
頁
以
降
は
全

部
を
網
羅
し
あ
り
や
否
や
不
明
、
又
作
歌
の
年
代
順
も
不
明
、
明
星
、
す

ば
る
等
と
の
対
照
を
待
つ
。
／
一
、
第
二
十
六
頁
ま
で
は
明
治
四
十
三
年

頃
迄
の
歌
（
全
部
あ
る
べ
し
）
一
千
二
百
五
十
首
よ
り
第
一
次
自
選
と
し

て
四
百
四
十
八
首
を
選
み
更
に
又
百
七
十
三
首
程
を
第
二
次
自
選
と
せ
る

如
し
大
体
之
に
依
る
。
／
（
中
略
）
／
一
、
第
二
十
七
頁
以
下
は
ノ
ー
ト

あ
る
も
の
の
大
部
分
を
書
き
上
げ
削
除
し
た
る
も
の
は
少
数
に
過
ぎ
ず
」

と
あ
り
、
豊
彦
が
自
選
に
含
め
な
か
っ
た
歌
で
も
小
牧
の
判
断
で
拾
い
上

げ
『
黄
昏
』
に
収
録
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
余
白
に
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は
、
選
出
に
際
し
て
小
牧
が
用
い
た
豊
彦
の
歌
稿
類
（
写
真
五
）
に
関
す

る
次
の
よ
う
な
メ
モ
書
き
が
あ
る
。

№

ハ

明
治
三
十
六
年
以
下
四
十
三
年
追
録

1
№

ハ

以
上
の
第
一
次
自
選
及
補
足

2
№

ハ

其
後
ノ
作
及
№

及
№

ノ
第
二
次
選

3

1

2

№

ハ

同
様
第
二
次
選
及
其
後
ノ
作
（
昭
和
三
年
よ
り
あ
り
）

4
№

前
後
の
一
首

5
№

№

を
書
き
写
し
た
り
と
思
は
る
ゝ
も
の

6

4

『
黄
昏
』
所
収
歌
は
小
牧
茂
彦
の
選
出
と
は
い
う
も
の
の
、
大
部
分
は

写
真
五
（
遺
族
提
供
。
小
牧
が
№

に
分
類
し
た
手
帳
の
一
ペ
ー
ジ
。
一
首
目
横
に

2

鉛
筆
書
き
で
黄

‐

が
書
か
れ
て
い
る
他
、
八
首
目
に
黄

‐

が
あ
る
。）

12

2

14

2

生
前
に
豊
彦
が
選
出
し
て
い
た
も
の
に
依
拠
し
、
自
選
に
漏
れ
た
も
の
か

ら
も
適
宜
小
牧
が
選
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
黄
昏
』
所
収
歌
は
全
部
で
四
百
四
十
一
首

（
十
七
）

、
一
方
豊
彦
が
生
前

に
文
芸
雑
誌
に
発
表
し
た
歌
は
三
百
四
首
、
教
材
と
し
て
『
応
用
新
案

漢
詩
と
新
体
詩
』
に
収
録
さ
れ
た
一
首
と
没
後
『
新
万
葉
集
』
に
収
め
ら

れ
た
二
首
を
加
え
る
と
既
発
表
歌
の
総
数
は
三
百
七
首
で
あ
る
。
既
発
表

歌
が
全
て
『
黄
昏
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
『
黄
昏
』
収
録
の
百

三
十
四
首
が
未
発
表
歌
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
未
発
表
歌
は
「
初
め
の
方

の
四
五
十
首
と
終
り
の
方
の
十
数
首
位
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と

す
る
小
牧
の
推
測
と
大
幅
に
異
な
る
。
次
章
で
は
、
『
黄
昏
』
所
収
歌
の

既
発
表
歌
、
未
発
表
歌
の
数
を
具
体
的
に
調
査
す
る
。

二

未
発
表
歌
の
割
合
、
既
発
表
歌
と
の
異
同

『
黄
昏
』
に
は
、
四
百
四
十
一
首
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
首
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
二

十
三
首
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
四
首
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九

〇
八
）
六
十
二
首
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
二
首
、
明
治
四
十

三
年
（
一
九
一
〇
）
九
十
六
首
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
以
降
百

八
十
三
首
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
首
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

十
一
首
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
十
三
首
で
あ
る
。

現
在
判
明
し
て
い
る
豊
彦
の
既
発
表
歌
三
百
七
首
が
掲
載
さ
れ
た
媒
体

に
番
号
を
付
し
て
、
掲
載
歌
数
の
う
ち
『
黄
昏
』
と
重
複
し
て
い
る
歌
の

数
を
記
し
た
。

①
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
一
月
『
明
星
』
午
歳
第
十
一
号

八
首
中
一
首

（
非
公
開
）

□

口
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②
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
二
月
『
明
星
』
午
歳
第
十
二
号

七
首
中
〇
首

③
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
『
応
用
新
案

漢
詩
と
新
体
詩
』

一
首
中
一
首

④
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
九
月
『
明
星
』
未
歳
第
九
号十

二
首
中
四
首

⑤
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
『
明
星
』
申
歳
第
三
号

二
十
九
首
中
十
三
首

⑥
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
『
明
星
』
満
百
号
記
念
終
刊
号

三
十
八
首
中
二
十
首

⑦
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
『
ス
バ
ル
』
第
十
号十

八
首
中
七
首

⑧
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
四
号

二
十
四
首
中
十
六
首

⑨
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
六
月
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
六
号

三
十
六
首
中
二
十
七
首

⑩
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
八
号

二
十
一
首
中
九
首

⑪
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
一
月
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
十
一
号

十
四
首
中
四
十
一
首

⑫
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
二
月
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
二
号

九
首
中
二
首

⑬
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
八
号

二
十
八
首
中
二
十
八
首

⑭
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
八
月
『
我
等
』
第
一
年
第
八
号

二
首
中
二
首

⑮
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
一
月
『
明
星
』
第
一
巻
第
三
号

十
八
首
中
十
七
首

⑯
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
『
新
万
葉
集
』
第
五
巻

二
首
中
二
首

次
に
、
『
黄
昏
』
収
録
の
歌
に
つ
い
て
作
歌
年
毎
の
未
発
表
歌
数
、
未

発
表
歌
の
占
め
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
挙
げ
る

（
十
八
）

。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

九
首
中
九
首

％
100

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

二
十
三
首
中
二
十
首

％
87.0

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

十
四
首
中
十
首

％
71.4

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

六
十
二
首
中
二
十
五
首

％
40.3

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

十
二
首
中
八
首

％
66.7

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

九
十
六
首
中
三
首

％
3.1

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
以
降

百
八
十
三
首
中
百
三
十
四
首％

73.2

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

八
首
中
八
首

％
100

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

十
一
首
中
十
一
首

％
100

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

二
十
三
首
中
二
十
三
首

％
100
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『
ス
バ
ル
』
に
年
間
を
通
し
て
四
回
掲
載
さ
れ
た
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）
分
は
八
十
七
首
が
既
発
表
で
未
発
表
歌
数
は
わ
ず
か
九
首
だ
が
、

新
詩
社
入
社
前
で
あ
る
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）（

十
九
）

と
表
立
っ
た

活
動
を
し
な
く
な
っ
た
昭
和
期
の
作
品
は
全
て
未
発
表
で
あ
る
。
既
発
表

歌
三
百
七
首
の
う
ち
百
十
七
首
が
『
黄
昏
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
歌
、

百
九
十
首
が
『
黄
昏
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
で
、
既
発
表
歌
の
約

％
61.9

が
『
黄
昏
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
『
黄
昏
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
既
発
表
歌
百
九
十
首
は
『
黄
昏
』
所
収
歌
数
全
体
の
約
43.1

％
に
相
当
し
、
『
黄
昏
』
所
収
の
未
発
表
歌
は
二
百
五
十
一
首
、
全
体
の

約

％
と
既
発
表
歌
よ
り
多
い
。
「
此
集
の
中
に
は
「
明
星
」
又
は
そ
の

56.9
後
身
の
「
昴
」
に
載
つ
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
う
で
な
い

の
は
初
め
の
方
の
四
五
十
首
と
終
り
の
方
の
十
数
首
位
の
も
の
で
は
な
い

か
と
思
ふ
」
と
小
牧
茂
彦
が
「
序
に
代
へ
て
」
で
記
し
て
い
る
の
に
反
し
、

半
数
以
上
が
未
発
表
の
歌
で
あ
る
。
既
発
表
の
歌
で
も
、
漢
字
を
ひ
ら
が

な
に
変
更
し
た
り
表
現
を
若
干
変
更
し
た
り
語
句
の
順
を
入
れ
替
え
た
り

と
軽
微
な
修
正
が
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
歌
意
が
変
わ
る
ほ
ど
大
き

く
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
既
発
表
歌
と
『
黄

昏
』
所
収
歌
の
異
同
を
詳
し
く
掲
げ
て
い
く
。

・
発
表
媒
体
名
や
巻
号
の
表
記
は
略
し
て
前
出
の
番
号
①
か
ら
⑯
で

表
し
、
掲
載
さ
れ
た
歌
の
う
ち
『
黄
昏
』
所
収
歌
と
異
同
の
あ
る
歌
の
数

を
記
す
。
た
だ
し
、
誤
植
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
異
同
は
数
に
含
め
な

い
。・

既
発
表
歌
は
各
掲
載
物
毎
に
頁
の
上
段
右
か
ら
左
へ
、
下
段
右
か

ら
左
へ
と
全
て
の
歌
に
通
し
番
号
を
振
り
、
例
え
ば
明
治
四
十
一
年
（
一

九
〇
八
）
三
月
『
明
星
』
に
田
村
黄
昏
の
歌
八
首
目
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

歌
で
あ
れ
ば
⑤
‐

と
表
し
、
『
黄
昏
』
所
収
歌
と
の
異
同
箇
所
に
傍
線

8

を
付
す
。

・
『
黄
昏
』
所
収
歌
は
全
て
に

か
ら

ま
で
の
通
し
番
号
を
振
り
掲

1

441

載
頁
も
付
記
し
、
通
し
番
号

の

頁
掲
載
の
歌
で
あ
れ
ば
黄

‐

と

48

6

48

6

表
し
、
既
発
表
歌
と
の
異
同
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。

・
用
い
ら
れ
た
漢
字
や
送
り
仮
名
、
表
記
文
字
種
の
異
同
の
み
の
歌

は
数
に
含
め
る
が
こ
こ
で
は
示
さ
な
い
。
た
だ
し
、
同
訓
異
字
は
そ
れ
を

示
す
。

①
一
首
中
一
首

①
‐

砕
け
た
る
土
器
の
い
ろ

〱
里
川
の
水
底
凉
し
秋
の

2

水
ゆ
く

黄

‐

砕
け
た
る
土
器
の
い
ろ
い
ろ
里
川
の
水
底
す
ず
し
初

29

4

秋
の
朝

②
七
首
中
〇
首

③
一
首
中
一
首

③
‐

薄
月
夜
山
は
し
づ
か
に
大
聖
が
涅
槃
の
さ
ま
に
横
は

1

り
け
り

黄

‐

薄
月
夜
山
は
静
か
に
大
聖
の
涅
槃
の
さ
ま
に
横
は
り

14

2

け
り

④
四
首
中
四
首

④
‐

年
な
か
ば
夜
の
つ
づ
く
て
ふ
国
の
夜
の
明
け
ぬ
る
ご

1

と
し
君
と
別
れ
ぬ

黄

‐

年
な
か
ば
夜
の
つ
づ
く
て
ふ
国
の
夜
の
明
け
ぬ
る
ご

36

5口D 口D 口D
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と
し
君
を
忘
れ
ぬ

④
‐

彼
の
を
み
な
つ
ぶ
や
く
ご
と
き
山
蜂
の
に
く
き
羽
音

4

を
竹
ご
し
に
聞
く

黄

‐

彼
の
女
呟
く
ご
と
き
山
蜂
の
ゆ
う
と
き
羽
音
聞
き
て

41

5

昼
寝
る

④
‐

夜
の
時
計
ま
く
ら
の
下
に
音
を
曳
く
あ
な
い
づ
こ
よ

5

り
我
血
し
た
る
る

黄

‐

夜
の
時
計
枕
の
下
に
音
を
曳
く
あ
な
い
づ
こ
よ
り
我

39

5

が
血
し
た
た
る

④
‐

別
れ
む
と
言
へ
る
こ
こ
ろ
は
日
を
見
ざ
る
林
に
沓
を

7

入
る
る
に
も
似
ぬ

黄

‐

別
れ
む
と
云
へ
る
こ
こ
ろ
は
日
を
見
ざ
る
林
に
沓
を

45

5

入
る
る
に
も
似
て

⑤
十
三
首
中
十
二
首

(

⑤
‐

、
⑤
‐

、
⑤
‐

、
⑤
‐

、
⑤
‐

3

6

16

20

、
⑤
‐

、
⑤
‐

、
⑤
‐

、
⑤
‐

は
表
記
文
字
種
、
漢
字
の
異

22

23

25

26

28

同)

⑤
‐

王
者
な
き
こ
は
荒
国
か
塵
あ
が
り
大
風
ふ
き
て
日
ぞ

2

曇
り
た
る

黄

‐

ふ
と
王
者
無
き
国
お
も
ふ
大
風
の
巷
の
塵
に
日
の
朧

50

6

な
る

⑤
‐

音
の
か
ぎ
り
訴
へ
泣
く
と
き
獣
と
も
や
や
媚
ぶ
る
と

5

き
少
女
と
も
見
ゆ

黄

‐

音
の
か
ぎ
り
訴
へ
泣
く
と
き
獣
と
も
立
ち
わ
ぶ
る
と

47

6

き
女
と
も
見
ゆ

⑤
‐

夜
と
昼
の
わ
か
ち
も
あ
ら
ず
と
ろ
と
ろ
に
痴
れ
て
夢

8

み
る
若
さ
残
れ
り

黄

‐

夜
昼
の
わ
か
ち
も
あ
ら
ず
と
ろ
と
ろ
に
痴
れ
て
夢
追

48

6

ふ
若
さ
残
れ
り

⑥
二
十
首
中
十
六
首
（
⑥
‐

、
⑥
‐

、
⑥
‐

、
⑥
‐

、
⑥
‐

、

2

3

20

25

26

⑥
‐

、
⑥
‐

は
文
字
種
、
漢
字
の
異
同)

35

38

⑥
‐

み
な
失
せ
て
ひ
と
り
眇
の
智
の
少
女
か
ら
く
も
あ
る

5

を
愛
で
し
れ
て
居
り

黄

‐

み
な
失
せ
て
ひ
と
り
眇
の
智
の
少
女
か
ら
く
も
あ
る

68

8

を
愛
で
痴
れ
て
居
ぬ

⑥
‐

に
は
か
に
も
ど
よ
め
く
な
か
に
蟋
蟀
の
ち
ち
ろ
と
な

9

き
ぬ
く
れ
が
た
の
街

黄

‐

雑
然
と
ど
よ
め
る
中
に
蟋
蟀
の
ち
ろ
と
鳴
く
音
す
く

72

8

れ
が
た
の
町

⑥
‐

紅
き
蟹
は
さ
み
を
振
れ
ば
お
も
む
ろ
に
よ
け
て
歩
み

11

ぬ
長
靴
の
足

黄

‐

紅
き
蟹
鋏
を
ふ
れ
ば
お
も
む
ろ
に
長
靴
の
足
よ
け
て

76

9

歩
み
ぬ

―

―
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⑥
‐

痛
ま
し
き
病
と
さ
む
き
お
も
か
げ
と
手
を
と
り
き
た

13

る
わ
れ
の
勝
た
む
や

黄

‐

痛
ま
し
き
病
と
寒
き
お
も
か
げ
と
手
を
と
り
て
来
ぬ

78

9

わ
れ
の
勝
た
む
や

⑥
‐

疲
れ
た
る
骨
牌
を
あ
そ
ぶ
手
に
あ
る
は
我
と
し
る
せ

19

る
赤
色
の
札

黄

‐

疲
れ
た
る
骨
牌
を
あ
そ
ぶ
手
に
あ
る
は
我
と
云
ふ
字

81

9

の
赤
色
の
札

⑥
‐

秋
の
水
い
づ
く
ま
で
ゆ
く
知
ら
ね
ど
も
三
味
線
ひ
い

23

て
舟
下
り
ゆ
く

黄

‐

秋
の
水
い
づ
く
ま
で
ゆ
く
知
ら
ね
ど
も
三
味
線
ひ
い

84

9

て
舟
流
れ
ゆ
く

⑥
‐

な
な
つ
星
出
水
の
町
に
舟
う
け
て
火
を
振
る
う
へ
に

31

長
く
か
か
り
ぬ

黄

‐

七
つ
星
火
事
見
る
屋
根
の
人
影
の
黒
き
が
上
に
長
く

88

10

か
か
り
ぬ

⑥
‐

三
五
人
焚
火
を
め
ぐ
る
そ
の
上
に
女
人
の
ご
と
く
月

32

の
青
み
ぬ

黄

‐

三
五
人
焚
火
を
め
ぐ
る
そ
の
上
に
女
人
の
ご
と
き
月

89

10

青
み
た
り

⑥
‐

君
泣
く
を
わ
れ
慰
む
る
言
葉
な
し
火
桶
の
炭
よ
な
跳

38

ね
そ
い
た
く

黄

‐

君
嘆
く
わ
れ
は
た
嘆
く
こ
の
間
火
桶
の
炭
の
い
た
く

92

10

な
は
ね
そ

⑦
七
首
中
七
首
（
⑦
‐

、
⑦
‐

、
⑦
‐

、
⑦
‐

は
文
字
種
の
異

4

5

17

18

同
）

⑦
‐

さ
か
し
ま
に
徳
利
を
振
れ
ど
か
の
甘
き
夜
の
魔
薬
の

6

に
ほ
ひ
う
ご
き
来
ら
ず

黄

‐

さ
か
し
ま
に
徳
利
を
振
れ
ど
前
の
夜
の
魔
薬
の
匂
う

118

13

ご
き
来
ら
ず

⑦
‐

新
し
く
思
ふ
は
易
し
然
れ
ど
も
忘
る
る
こ
と
の
い
と

10

難
き
ゆ
ゑ

黄

‐

あ
た
ら
し
く
思
ふ
は
易
し
し
か
れ
ど
も
忘
る
る
こ
と

119

13

の
い
と
も
難
か
り

⑦
‐

霜
月
の
三
日
の
夕
ぐ
れ
瀬
戸
の
海
し
ぐ
る
る
時
に
眼

16

閉
ぢ
給
ひ
ぬ

黄

‐

霜
月
の
三
日
の
夕
ぐ
れ
瀬
戸
の
海
し
ぐ
る
る
中
に
眼

100

11

と
ぢ
玉
ひ
ぬ

⑧
十
六
首
中
十
一
首
（
⑧
‐

、
⑧
‐

、
⑧
‐

、
⑧
‐

、
⑧
‐

、

1

3

15

17

21

⑧
‐

、
⑧
‐

は
表
記
文
字
種
の
異
同
）

22

24

⑧
‐

燕
の
ご
と
く
に
下
谷
浅
草
の
紅
き
ほ
こ
り
の
な
か
を

2

遊
ぶ
子

黄

‐

燕
の
ご
と
く
に
下
谷
浅
草
の
紅
き
埃
の
な
か
に
遊
ぶ

124

14
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子

⑧
‐

歌
う
た
ひ
鏡
に
む
か
ふ
時
の
眼
の
あ
き
ら
か
な
る
を

6

星
に
よ
そ
へ
む

黄

‐

歌
う
た
ひ
鏡
に
む
か
ふ
時
の
眼
の
明
ら
か
な
る
を
何

124

14

に
た
ぐ
へ
む

⑧
‐

よ
ろ
こ
び
は
万
年
筆
を
流
れ
い
で
薄
む
ら
さ
き
に
染

7

め
ぬ
君
が
名

黄

‐

よ
ろ
こ
び
は
万
年
筆
を
流
れ
い
で
う
す
む
ら
さ
き
に

129

14

君
が
名
を
染
む

⑧
‐

む
か
ひ
ゐ
ぬ
涙
を
流
す
蝋
燭
と
石
炭
よ
り
も
寒
き
瞳

13

と

黄

‐

む
か
ひ
居
て
涙
を
流
す
蝋
燭
と
石
炭
よ
り
も
黒
き
瞳

131

14

と

⑨
二
十
七
首
中
十
六
首
（
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

1

4

6

10

、
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

、
⑨
‐

は
表
記

12

15

16

24

25

26

33

文
字
種
、
送
り
仮
名
の
異
同
）

⑨
‐

わ
か
き
豚
も
の
に
足
ら
へ
る
う
れ
し
さ
の
鼻
を
鳴
ら

8

し
て
埒
を
走
れ
り

黄

‐

若
き
豚
も
の
に
足
ら
へ
る
よ
ろ
こ
び
の
鼻
を
鳴
ら
し

146

16

て
埒
を
走
れ
り

⑨
‐

夕
さ
れ
ば
所
在
の
な
さ
に
筆
を
と
る
不
換
紙
幣
に
似

18

た
る
消
息

黄

‐

夕
ぐ
れ
の
所
在
の
な
さ
に
筆
を
と
る
不
換
紙
幣
に
似

152

16

た
る
消
息

⑨
‐

雨
の
お
と
昔
の
む
か
し
滅
び
た
る
楽
器
の
い
と
に
触

19

る
る
か
な
し
さ

黄

‐

雨
の
音
む
か
し
の
昔
滅
び
た
る
楽
器
の
い
と
に
触
る

153

17

る
淋
し
さ

⑨
‐

わ
が
七
日
な
か
の
六
日
は
灰
色
の
壁
と
煉
瓦
の
赤
に

31

か
こ
ま
る

黄

‐

わ
が
七
日
中
の
六
日
は
灰
色
の
壁
を
レ
ン
ガ
の
赤
に

162

17

か
こ
ま
る

⑨
‐

な
や
ま
し
き
電
車
の
音
の
鋸
は
わ
が
神
経
の
薄
板
を

34

ひ
く

黄

‐

悩
ま
し
く
電
車
の
音
の
鋸
が
わ
が
神
経
の
薄
板
を
ひ

164

18

く

⑩
九
首
中
八
首
（
⑩
‐

、
⑩
‐

、
⑩
‐

、
⑩
‐

、
⑩
‐

、
⑩

1

3

12

14

17

‐

は
表
記
文
字
種
の
異
同
）

18
⑩
‐

五
月
雨
は
病
み
た
る
わ
れ
の
こ
こ
ろ
を
も
泥
海
を
も

2

て
み
た
さ
ん
と
す
る

黄

‐

五
月
雨
は
病
み
た
る
わ
れ
の
心
に
も
泥
の
海
な
ど
流

168

18

さ
む
と
す
る
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⑩
‐

ふ
ら
ふ
ら
と
川
端
に
き
て
さ
び
し
げ
に
杭
に
と
ま
れ

5

る
烏
な
ど
見
る

黄

‐

ふ
ら
ふ
ら
と
川
端
に
出
て
さ
び
し
げ
に
杭
に
と
ま
れ

170

18

る
鴉
な
ど
見
る

⑪
四
十
一
首
中
三
十
一
首
（
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪

2

3

4

10

‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪

11

13

14

16

20

27

30

‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪
‐

、
⑪

33

34

36

38

39

42

48

‐

は
表
記
文
字
種
の
異
同
）

49
⑪
‐

酒
盃
は
事
あ
る
た
び
に
湛
へ
ら
る
彼
の
塔
上
の
鐘
鳴

1

ら
す
ご
と

黄

‐

盃
は
事
あ
る
た
び
に
湛
へ
ら
る
彼
の
塔
上
の
鐘
の
鳴

176

19

る
ご
と

⑪
‐

か
な
し
げ
に
酒
盃
を
噛
む
こ
の
男
滅
べ
る
国
の
歌
を

6

う
た
ひ
て

黄

‐

悲
し
げ
に
盃
を
噛
む
か
の
男
滅
べ
る
国
の
歌
を
う
た

181

19

ひ
て

⑪
‐

格
子
戸
に
懐
手
す
る
女
等
も
立
ち
て
眺
む
る
秋
風
の

12

町

黄

‐

格
子
戸
に
懐
ろ
手
す
る
女
な
ど
立
ち
て
眺
む
る
秋
風

186

20

の
町

⑪
‐

夕
さ
れ
ば
老
ひ
た
る
父
の
わ
が
肩
を
叩
く
が
ご
と
き

15

秋
の
風
吹
く

黄

‐

夕
さ
れ
ば
老
ひ
た
る
父
の
わ
が
肩
を
叩
く
が
如
く
秋

189

20

の
風
吹
く

⑪
‐

つ
と
入
れ
ば
天
の
横
雲
見
る
ご
と
く
衣
の
乱
れ
し
君

19

が
部
屋
か
な

黄

‐

つ
と
入
れ
ば
天
の
横
雲
見
る
ご
と
く
衣
の
乱
る
る
中

192

20

に
君
居
る

⑪
‐

秋
の
風
肩
に
流
る
る
黒
髪
も
駒
の
尾
の
ご
と
さ
ら
さ

22

ら
と
鳴
る

黄

‐

秋
の
風
肩
に
流
る
る
黒
髪
を
駒
の
尾
の
ご
と
さ
ら
さ

195

22

ら
と
吹
く

⑪
‐

か
の
君
の
弁
へ
も
な
き
涙
に
も
誘
は
れ
易
く
な
り
に

25

け
る
か
な

黄

‐

な
に
と
な
く
弁
へ
も
な
き
涙
に
も
誘
は
れ
易
き
秋
の

197

21

こ
こ
ろ
か

⑪
‐

厄
日
の
船
路
に
飛
べ
る
鳥
の
ご
と
眼
に
遮
り
し
君
な

35

り
し
か
な

黄

‐

厄
日
の
船
路
に
飛
べ
る
鳥
の
ご
と
眼
に
さ
や
り
く
る

203

22

女
な
る
か
な

⑪
‐

灰
色
の
夕
の
み
な
と
音
も
な
く
入
り
く
る
船
の
黄
龍

37

の
旗

黄

‐

灰
色
の
夕
の
港
音
も
な
く
入
り
く
る
船
の
黄
色
な
る

205

22
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旗

⑪
‐

く
ろ
が
ね
の
檻
の
な
か
よ
り
青
空
の
一
片
を
見
て
鳴

41

け
る
隼

黄

‐

く
ろ
が
ね
の
檻
の
中
に
て
青
空
の
一
片
を
見
て
鳴
け

208

22

る
隼

⑪
‐

秋
き
た
る
あ
ま
た
た
び
な
る
君
が
文
す
こ
し
間
遠
に

51

お
も
は
る
る
頃

黄

‐

秋
来
る
あ
ま
た
た
び
な
る
消
息
の
少
し
間
遠
に
思
は

214

23

る
る
頃

⑪
‐

ひ
と
り
寝
の
寝
起
の
袖
を
お
び
や
か
す
風
の
や
う
な

54

る
君
が
も
の
云
ひ

黄

‐

ひ
と
り
寝
の
寝
起
の
袖
を
お
び
や
か
す
風
の
や
う
な

216

23

り
君
が
も
の
云
ひ

⑫
二
首
中
二
首

⑫
‐

窓
に
い
で
老
い
た
る
猫
の
う
ち
あ
ふ
ぐ
眼
に
も
か
な

5

し
き
正
月
の
雨

黄

‐

窓
に
出
で
老
ひ
た
る
猫
の
そ
ら
を
見
る
眼
に
も
悲
し

217

23

き
正
月
の
雨

⑫
‐

ひ
ら
ひ
ら
と
い
と
不
可
思
議
に
猫
の
耳
う
ご
け
る
と

6

き
に
初
雷
の
鳴
る

黄

‐

ひ
ら
ひ
ら
と
子
猫
の
耳
の
う
ご
く
と
き
電
燈
と
も
り

305

32

夜
の
国
と
な
る

⑬
二
十
八
首
中
十
六
首
（
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

3

4

9

10

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

は
表
記

13

15

16

22

23

25

26

文
字
種
、
漢
字
の
異
同
）

⑬
‐

も
の
う
く
も
見
世
物
小
屋
の
檻
に
ね
し
け
も
の
の
ご

6

と
き
わ
が
病
か
な

黄

‐

病
ま
た
見
世
物
小
屋
の
檻
に
寝
る
け
も
の
の
ご
と
き

223

24

わ
れ
を
見
い
だ
す

⑬
‐

燐
寸
す
り
て
燃
え
尽
く
る
ま
で
見
入
り
た
る
気
分
を

11

あ
は
れ
や
り
ど
こ
ろ
な
し

黄

‐

燐
寸
す
り
て
燃
え
つ
く
る
ま
で
見
入
り
た
る
気
分
の

230

24

あ
は
れ
や
り
ど
こ
ろ
な
し

⑬
‐

猫
の
背
に
火
花
を
た
つ
る
こ
こ
ろ
も
ち
す
こ
し
鎮
ま

17

る
明
け
が
た
の
雨

黄

‐

猫
の
背
に
火
花
を
立
つ
る
こ
こ
ろ
も
ち
す
こ
し
鎮
ま

235

25

る
あ
け
く
れ
の
雨

⑬
‐

硫
酸
の
青
き
瓶
よ
り
か
げ
ろ
ふ
の
む
ら
が
り
の
ぼ
り

19

初
夏
と
な
る

黄

‐

硫
酸
の
青
き
瓶
よ
り
か
げ
ろ
ふ
の
む
ら
が
り
の
ぼ
る

237

25

初
夏
と
な
る

⑬
‐

も
の
う
げ
に
風
こ
そ
わ
た
れ
若
人
の
う
す
き
髯
よ
り

20
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遠
き
雲
よ
り

黄

‐

も
の
憂
げ
に
風
こ
そ
わ
た
れ
若
人
の
薄
き
鬚
よ
り
遠

238

25

き
雲
よ
り

⑭
二
首
中
二
首
（
⑭
‐

は
文
字
種
の
異
同
）

2

⑭
‐

胃
の
重
き
ね
ざ
め
ご
こ
ち
に
向
日
葵
の
黄
色
の
を
ど

1

り
狂
ふ
昼
か
な

黄

‐

胃
の
重
き
寝
ざ
め
ご
こ
ち
に
向
日
葵
の
黄
色
が
お
ど

312

33

り
狂
ふ
昼
か
な

⑮
十
七
首
中
十
四
首
（
⑮
‐

、
⑮
‐

、
⑮
‐

、
⑮
‐

、
⑮
‐

、

1

2

3

5

8

⑮
‐

、
⑮
‐

は
表
記
文
字
種
、
送
り
仮
名
の
異
同
）

9

11

⑮
‐

は
か
な
く
も
生
れ
来
り
て
は
か
な
く
も
死
に
ゆ
く
ご

4

と
し
夜
の
汽
車
に
乗
る

黄

‐

は
か
な
く
も
生
れ
来
り
て
は
か
な
く
も
死
に
ゆ
く
ご

370

38

と
く
夜
の
汽
車
に
乗
る

⑮
‐

夜
の
闇
に
ひ
た
り
て
す
こ
し
生
く
る
世
の
休
め
る
ご

6

と
し
わ
れ
も
眠
ら
む

黄

‐

夜
の
闇
に
ひ
た
り
て
す
こ
し
生
く
る
世
の
や
す
め
る

373

39

ご
と
し
わ
れ
も
眠
ら
ぬ

⑮
‐

世
の
は
て
の
独
木
舟
よ
り
淋
し
け
れ
ひ
と
り
乗
る
夜

7

の
汽
車
の
眠
り
は

黄

‐

世
の
果
の
独
木
舟
よ
り
淋
し
け
れ
独
り
来
る
夜
の
汽

375

39

車
の
眠
り
は

⑮
‐

わ
が
涙
君
が
涙
と
流
れ
あ
ひ
日
ね
も
す
降
れ
る
今
日

10

の
小
雨
か

黄

‐

わ
が
涙
君
が
涙
と
流
れ
あ
ひ
て
ひ
ね
も
す
降
れ
る
今

378

39

日
の
小
雨
か

⑮
‐

か
に
か
く
に
独
り
寝
る
こ
そ
わ
び
し
け
れ
か
く
思
ひ

14

つ
つ
彼
れ
も
寝
ぬ
ら
む

黄

‐

か
に
か
く
に
独
り
寝
る
こ
そ
淋
し
け
れ
か
く
思
ひ
つ

387

40

つ
汝
れ
も
い
ぬ
ら
む

⑮
‐

も
の
云
は
ぬ
男
と
な
り
ぬ
何
ご
と
を
思
ひ
つ
づ
く
と

15

云
ふ
な
ら
ね
ど
も

黄

‐

も
の
云
は
ぬ
男
と
な
り
ぬ
何
事
を
思
ひ
つ
づ
く
と
云

394

41

ふ
に
あ
ら
ね
ど

⑮
‐

古
き
こ
と
を
忘
れ
は
て
ま
し
か
く
思
ひ
番
茶
の
殻
を

16

ふ
つ
と
吐
き
捨
つ

黄

‐

古
き
こ
と
忘
れ
は
て
ま
し
か
く
思
ひ
番
茶
の
殻
を
ふ

392

41

つ
と
吐
き
捨
つ

⑯
二
首
中
一
首
（
⑯
‐

は
表
記
文
字
の
異
同
）

2

既
発
表
歌
と
『
黄
昏
』
所
収
歌
に
異
同
が
見
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

編
集
時
の
誤
記
、
誤
写
に
起
因
す
る
可
能
性
の
他
に
二
つ
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
編
集
者
や
添
削
者
に
よ
る
改
変
が
な
さ
れ
た
既
発
表
歌
に
つ
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い
て
当
初
詠
ん
だ
原
形
の
ま
ま
歌
稿
に
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
、
発
表
時

に
改
変
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
既
発
表
歌
に
つ
い
て
後
年
豊
彦
自
身
が
改
変

を
行
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
既
発
表
歌
と
『
黄
昏
』
所
収
歌
の
異
同
を
比

較
す
る
と
④
‐

、
⑪
‐

、
⑬
‐

、
⑬
‐

、
⑮
‐

の
よ
う
に

7

15

19

20

4

一
文
字
の
み
改
変
し
時
に
は
歌
意
に
少
な
か
ら
ず
変
化
が
生
じ
て
い
る
も

の
、
⑤
‐

、
⑪
‐

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
に
大
き
な
変
更
は

2

19

な
い
が
歌
意
が
変
化
し
て
い
る
も
の
、
④
‐

、
⑥
‐

や
⑫
‐

、
⑬

4

31

6

‐

の
よ
う
に
中
心
と
な
る
語
に
変
化
は
な
い
が
他
の
語
に
複
数
の
改
変

6
が
あ
り
歌
意
が
変
化
し
て
い
る
も
の
等
様
々
で
、
⑧
‐

の
よ
う
に
『
ス

13

バ
ル
』
誌
上
で
「
石
炭
よ
り
も
寒
き
瞳
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
『
黄
昏
』

に
は
「
石
炭
よ
り
も
黒
き
瞳
」
と
あ
り
、
よ
り
端
的
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

『
黄
昏
』
所
収
歌
選
出
に
際
し
用
い
た
豊
彦
の
歌
稿
類
は
六
種
類
あ
る

と
い
う
小
牧
の
メ
モ
を
第
一
章
で
紹
介
し
た
が
、
今
回
遺
族
か
ら
提
供
さ

れ
た
№

や
№

の
断
簡
を
見
る
と
、
新
た
に
語
を
追
加
す
る
、
歌
の
一

4

6

部
に
取
り
消
し
線
を
引
き
横
に
別
の
句
を
書
き
直
す
な
ど
自
選
、
書
写
作

業
中
に
豊
彦
が
適
宜
改
変
を
行
っ
て
い
る
痕
跡
を
発
見
で
き
る
。
豊
彦
の

歌
稿
類
と
『
黄
昏
』
所
収
歌
に
は
漢
字
表
記
の
異
同
、
誤
記
や
誤
写
に
起

因
す
る
と
思
し
き
異
同
は
あ
る
が
、
語
順
や
語
を
意
図
的
に
改
変
し
た
ら

し
い
異
同
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
黄
昏
』
は
豊
彦
の

よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
小
牧
茂
彦
が
豊
彦
の
歌
を
ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま
収
録

し
た
も
の
で
、
編
集
者
や
選
者
に
改
変
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
既
発
表
歌

に
対
し
て
他
者
の
手
に
よ
る
意
図
的
な
改
変
が
施
さ
れ
て
い
な
い
歌
ば
か

り
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

三

豊
彦
の
作
歌
活
動

黄

‐

で
は
「
彼
の
女
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
④
‐

で
は
「
彼
の

41

5

4

を
み
な
」
と
古
語
を
用
い
、
黄

‐

で
「
七
つ
星
火
事
見
る
屋
根
の
人

88

10

影
の
黒
き
が
上
に
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
⑥
‐

で
は
「
な
な
つ
星
出

31

水
の
町
に
舟
う
け
て
火
を
振
る
う
へ
に
」
と
、
現
実
的
な
光
景
を
避
け
て

幻
想
的
な
光
景
を
詠
ん
だ
も
の
に
改
変
し
て
あ
り
、
東
京
新
詩
社
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
与
謝
野
晶
子
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。
既
発
表
歌
の
改
変

が
豊
彦
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
『
明
星
』
掲
載
の
歌
な
ら
ば

主
宰
の
与
謝
野
寛
と
そ
の
妻
・
晶
子
、
『
ス
バ
ル
』
掲
載
の
歌
な
ら
ば
編

集
に
中
心
的
な
役
割
を
負
っ
て
い
た
江
南
文
三
ら
新
詩
社
社
友
の
添
削
、

助
言
に
基
づ
く
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
か
な
る
経
緯
で
、
何
者
の

影
響
に
よ
り
『
黄
昏
』
所
収
歌
と
既
発
表
歌
の
異
同
が
発
生
し
て
い
る
の

か
は
豊
彦
の
歌
稿
の
さ
ら
な
る
調
査
を
行
い
、
詳
し
く
考
え
る
こ
と
と
し

た
い
。

冒
頭
で
豊
彦
と
同
一
生
年
月
日
の
石
川
啄
木
に
言
及
し
、
豊
彦
が
啄
木

と
異
な
り
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
作
の
売
り
込
み
に
必
死

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
実
家
が
裕
福
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
な
か
っ
た
せ

い
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
考
え
得
る
別
の
理
由
と
し
て
母
親
で
あ
る

つ
祢
の
実
家
・
奥
山
家
の
堅
実
性
を
重
視
す
る
家
風
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。
豊
彦
の
母
方
祖
父
・
奥
山
金
剛

（
二
十
）

と
豊
彦
の
母
方
曾
祖
父
・
奥
山

小
一
兵
衛
は
下
館
藩
家
老
と
し
て
二
宮
尊
徳
の
指
導
を
受
け
藩
の
財
政
再

建
の
た
め
俸
禄
を
返
上
し
て
働
き
、
幕
末
に
は
下
館
信
友
講
と
い
う
互
助

組
合
に
参
加
し
て
時
に
は
無
利
子
の
借
金
を
し
、
高
い
家
格
に
反
し
て
節

制
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
の
奥
山
金
剛
は

篆
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
晩
年
は
各
地
を
旅
し
て
印
を
彫
っ
た
が
、
金
剛
の

息
子
た
ち
で
あ
る
豊
彦
の
伯
父
や
叔
父
も
そ
れ
ぞ
れ
号
を
有
し
て
漢
詩
や

D
D
D
D
D
 

D
D
 
D
D
D
n
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篆
刻
、
和
歌
を
得
意
と
し
て
い
た
。
金
剛
の
孫
世
代
に
あ
た
る
豊
彦
の
血

縁
者
を
見
て
も
、
新
潟
県
柏
崎
市
で
高
等
女
学
校
の
教
員
を
し
て
い
た
豊

彦
の
十
歳
下
の
弟
・
徹
は
十
折
と
い
う
号
で
俳
句
を
詠
み

（
二
十
一
）

、
母
方

従
兄
の
奥
山
保
は
日
本
画
を
習
い
古
研
と
い
う
号
を
持
つ
な
ど
韻
文
や
絵

画
を
得
意
と
す
る
者
が
複
数
い
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
仕
事
に
は
せ
ず

他
に
職
業
を
持
っ
て
い
た
。
豊
彦
も
歌
を
愛
し
は
し
て
も
生
計
を
立
て
る

手
段
と
し
て
は
考
え
ず
、
賑
や
か
に
集
ま
り
遊
興
や
文
芸
談
義
に
熱
中
す

る
東
京
新
詩
社
で
の
生
活
を
若
い
学
生
時
代
の
出
来
事
と
し
て
断
ち
切
り

仕
事
に
励
む
人
生
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
黄
昏
』
収
録
歌
選

出
の
た
め
に
小
牧
が
整
理
し
た
歌
稿
だ
け
で
も
№

か
ら
№

ま
で
あ
っ

1

6

た
こ
と
か
ら
、
豊
彦
に
と
っ
て
生
計
を
立
て
る
手
段
と
し
て
歌
を
選
ば
な

か
っ
た
こ
と
は
作
歌
を
止
め
る
こ
と
と
同
義
で
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
隠
居
後
の
目
標
に
歌
集
刊
行
を
掲
げ
、
自
選
や
補
足
作
業
、
新
た

な
作
歌
と
歌
稿
の
整
理
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
豊
彦
の
遺
志

を
継
い
だ
姚
子
と
小
牧
茂
彦
に
よ
り
、
『
黄
昏
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

田
村
黄
昏
、
本
名
豊
彦
の
遺
族
が
保
管
し
て
い
た
田
村
黄
昏
私
家
版
歌

集
『
黄
昏
』
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
一
月
の
豊
彦
七
回
忌
に

際
し
て
刊
行
さ
れ
、
生
前
交
流
の
あ
っ
た
人
々
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
遺
族
宅
に
は
同
書
草
稿
や
メ
モ
類
、
豊
彦
の
歌
稿
の
一
部
も
残
っ
て

い
る
。
『
黄
昏
』
の
典
拠
と
な
っ
た
豊
彦
の
歌
稿
類
は
、
豊
彦
が
詠
歌
を

世
間
に
発
表
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
か
ら
も
若
き
日
に
発
表
し
た
歌
の

自
選
や
補
足
、
書
写
、
推
敲
作
業
だ
け
で
な
く
新
た
な
作
歌
を
続
け
て
い

た
こ
と
を
裏
付
け
、
豊
彦
が
生
涯
抱
き
続
け
た
歌
へ
の
情
熱
を
物
語
る
資

料
で
あ
る
。

『
黄
昏
』
所
収
歌
を
選
出
し
た
小
牧
茂
彦
は
、
豊
彦
と
小
牧
が
第
三
高

等
学
校
に
入
学
し
た
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
か
ら
の
長
い
友

人
で
あ
り
、
第
三
高
等
学
校
時
代
は
共
に
作
歌
に
励
ん
だ
仲
間
で
豊
彦
の

歌
の
よ
き
評
論
家
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
小
牧
が
『
黄
昏
』
所
収
歌
選
出
の

経
緯
を
記
し
た
原
稿
用
紙
に
よ
り
、
歌
集
刊
行
を
夢
見
て
か
豊
彦
が
自
作

の
選
出
を
複
数
回
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
『
黄
昏
』
所
収
の
四

百
四
十
一
首
の
う
ち
未
発
表
歌
は
全
体
の
約

％
に
あ
た
る
二
百
五
十
一

56.9

首
で
、
既
発
表
歌
数
を
上
回
る
。
『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』
で
の
既
発
表

歌
は
『
黄
昏
』
所
収
歌
と
の
異
同
も
多
く
、
中
に
は
ほ
と
ん
ど
原
型
を
留

め
て
い
な
い
歌
や
歌
意
が
大
き
く
変
化
し
た
歌
も
あ
る
が
、
『
黄
昏
』
に

は
他
者
に
よ
る
添
削
や
改
変
が
な
さ
れ
ず
豊
彦
が
詠
ん
だ
ま
ま
の
歌
が
収

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
黄
昏
』
所
収
の
歌
は
、
未
発
表
、
既

発
表
と
も
に
長
年
の
友
人
で
あ
り
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
小
牧
茂
彦
が
意

図
的
な
改
変
を
施
さ
ず
豊
彦
の
歌
を
選
出
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
明
星
』
、『
ス
バ
ル
』
を
中
心
に
発
表
さ
れ
た
歌
と
意
図
的
な
改
変
を

施
さ
ず
収
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
黄
昏
』
所
収
歌
を
比
較
す
る
と
、

前
者
は
古
風
な
表
現
や
言
い
回
し
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
誌

を
主
宰
し
ま
た
は
編
集
を
担
当
し
た
与
謝
野
夫
妻
や
江
南
文
三
ら
東
京
新

詩
社
の
特
色
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
発
表
当
時
の
豊
彦
の
歌
風
で
あ

っ
た
の
か
。
『
黄
昏
』
所
収
歌
と
豊
彦
の
既
発
表
歌
の
異
同
を
比
較
す
る

だ
け
で
な
く
他
の
東
京
新
詩
社
同
人
の
歌
稿
と
添
削
済
み
の
歌
の
異
同
を

併
せ
て
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
与
謝
野
寛
、
晶
子
夫
妻
が
い
か
な
る
方

針
に
基
づ
き
弟
子
に
歌
を
指
導
、
添
削
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
受
け
て

与
謝
野
門
下
の
歌
人
た
ち
は
自
己
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い
た
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の
か
明
確
に
な
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

豊
彦
の
歌
稿
に
残
る
推
敲
の
跡
と
多
数
の
未
発
表
歌
は
、
彼
が
歌
の
発

表
を
止
め
て
か
ら
も
作
歌
へ
の
情
熱
を
失
わ
ず
歌
集
刊
行
を
夢
見
て
い
た

こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
北
原
白
秋
や
木
下
杢
太
郎
、
佐
藤
春
夫
や
堀
口
大

学
の
よ
う
な
著
名
作
家
、著
名
詩
人
と
な
っ
た
新
詩
社
社
友
が
い
る
一
方
、

豊
彦
は
職
業
歌
人
と
し
て
の
道
を
選
ば
ず
会
社
勤
め
の
傍
ら
作
歌
を
継
続

し
て
い
た
。
堅
実
を
重
ん
じ
る
母
親
の
実
家
の
家
風
が
影
響
し
て
職
業
歌

人
の
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
館
藩
家
老
で
あ
っ
た

豊
彦
の
母
方
祖
父
・
奥
山
金
剛
ら
親
族
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
述
し
、
豊

彦
が
職
業
歌
人
と
し
て
の
道
を
選
択
せ
ず
会
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら

作
歌
を
続
け
た
理
由
に
つ
い
て
深
く
検
討
す
る
。

さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
、
豊
彦
が
作
歌
を
開
始
し
た
時
期
の
特
定
が
挙

げ
ら
れ
る
。
小
牧
茂
彦
は
「
序
に
代
へ
て
」
で
豊
彦
が
歌
を
詠
み
始
め
た

時
期
を
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
の
第
三
高
等
学
校
入
学
後
で

は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
遺
族
が
保
管
し
て
い
た
豊
彦
の
ノ
ー
ト
類
を

見
る
と
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
四
月
、
大
阪
府
立
天
王
寺
中
学

校
五
年
生
の
時
に
記
し
た
旅
行
記
『
春
雨
日
記
』
に
豊
彦
に
よ
る
詠
歌
が

複
数
含
ま
れ
て
い
る
。
豊
彦
は
小
牧
の
推
測
よ
り
一
年
半
以
上
早
い
中
学

校
在
学
中
の
十
五
、
六
歳
で
既
に
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
、
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
春
の
新
詩
社
入
社
時
点
で
の
歌
歴
は
四
年
以
上

と
な
る
。
『
春
雨
日
記
』
の
翻
刻
を
行
い
、
豊
彦
が
歌
を
詠
み
始
め
た
時

期
の
特
定
と
新
詩
社
時
代
と
は
異
な
る
最
初
期
の
歌
風
を
分
析
す
る
予
定

で
あ
る
。

［
注
］

（
一
）
菅
原
杜
子
雄
編
『
万
造
寺
斉
選
集
』
第

巻
（
昭
和
三
十
九
年
〈
一
九

9

六
四
〉
九
月
謙
光
社
）
収
録
、
堀
口
大
学
に
よ
る
序
文
「
万
造
寺
斉
を
思
う
」

よ
り
引
用
。

（
二
）
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
九
月
京
都
女
子
大
学
文
学
部
『
女
子
大
国
文
』

第
百
七
十
三
号
掲
載
。

（
三
）
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
九
月
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

編
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
第
四
十
九
巻
掲
載
の
拙
稿
「
与
謝
野
門
下
新

詩
社
男
性
歌
人
に
よ
る
愛
児
の
歌

―
田
村
黄
昏
、
万
造
寺
斉
の
歌
集
か
ら

―
」
に
お
い
て
、
田
村
黄
昏
、
万
造
寺
斉
に
よ
る
我
が
子
を
テ
ー
マ
に
し

た
歌
を
論
じ
て
い
る
。

（
四
）『
我
等
』
に
掲
載
さ
れ
た
二
首
は
本
名
の
田
村
豊
彦
名
義
で
あ
る
。

（
五
）
第
三
高
等
学
校
編
『
第
三
高
等
学
校
一
覧

明
治
三
十
五
年
九
月
起
三
十

六
年
八
月
止
』
（
明
治
三
十
六
年
〈
一
九
〇
三
〉
十
一
月
第
三
高
等
学
校
）

参
照
。

（
六
）
第
三
高
等
学
校
編
『
第
三
高
等
学
校
一
覧

明
治
三
十
七
年
九
月
起
三
十

八
年
八
月
止
』
（
明
治
三
十
八
年
〈
一
九
〇
五
〉
一
月
第
三
高
等
学
校
）
参

照
。

（
七
）
『
第
三
高
等
学
校
一
覧

明
治
四
十
年
九
月
起
四
十
一
年
八
月
止
』
（
明
治

四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
十
二
月
第
三
高
等
学
校
）
に
、
明
治
三
十
九
年
（
一

九
〇
六
）
七
月
大
学
予
科
第
一
部
法
科
卒
業
生
と
し
て
豊
彦
の
名
前
が
あ
る
。

（
八
）
前
掲
注
（
七
）
同
書
に
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
七
月
大
学
予
科
第

一
部
文
科
卒
業
生
と
し
て
小
牧
茂
彦
の
名
が
あ
る
。

（
九
）
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧

従
明
治
四
十
年
至
明
治
四
十

一
年
』（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
十
二
月
東
京
帝
国
大
学
）
掲
載
の
「
学

生
生
徒
姓
名
（
明
治
四
十
年
九
月
末
現
在
）
」
に
、
法
科
大
学
政
治
学
科
第

一
回
受
験
生
と
し
て
両
者
の
名
前
が
あ
る
。

（
十
）
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧

従
明
治
四
十
四
年
至
明
治
四
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十
五
年
』（
明
治
四
十
四
年
〈
一
九
一
一
〉
十
二
月
東
京
帝
国
大
学
）
参
照
。

（
十
一
）
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧

従
明
治
四
十
一
年
至
明
治

四
十
二
年
』
（
明
治
四
十
一
年
〈
一
九
〇
八
〉
十
二
月
東
京
帝
国
大
学
）
参

照
。

（
十
二
）
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧

従
大
正
二
年
至
大
正
三
年
』

（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉
一
月
東
京
帝
国
大
学
）
参
照
。

（
十
三
）
こ
の
絵
葉
書
に
は
消
印
や
署
名
、
日
付
が
な
い
が
、
「
明
日
は
弟
厚
彦

の
一
年
祭
」
と
の
文
言
が
あ
る
。
小
牧
の
弟
厚
彦
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九

〇
五
）
八
月
九
日
の
乗
鞍
岳
大
量
遭
難
事
故
で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
牧
茂
彦
が
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
八
月
八
日
に
書
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。

（
十
四
）
本
文
掲
『
新
万
葉
集
』
第
五
巻
よ
り
引
用
。

（
十
五
）
原
田
登
編
『
帝
国
大
学
出
身
録
』
（
大
正
十
一
年
〈
一
九
二
二
〉
四
月

帝
国
大
学
出
身
録
編
集
所
）
に
は
「
田
村
豊
彦

大
阪
府
西
成
郡
玉
出
町
五

六
二
ノ
五
／
君
は
明
治
十
九
年
大
阪
府
西
成
郡
玉
出
町
に
生
る
大
正
元
年
東

京
帝
国
大
学
法
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
し
大
正
五
年
九
月
大
阪
織
物
株
式
会

社
に
入
社
し
今
日
に
至
る
」
と
生
ま
れ
た
月
の
記
載
が
な
く
、
大
阪
府
西
成

郡
玉
出
町
生
ま
れ
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
豊
彦
の
父
・
典
瑞
は
豊
彦
が
誕
生

し
た
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
前
後
に
鹿
児
島
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
豊
彦
は
大
阪
、
東
京
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
鹿
児
島
で
生
ま
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

（
十
六
）
原
稿
用
紙
は
小
牧
の
特
注
品
ら
し
く
、
原
稿
用
紙
の
マ
ス
目
の
外
に
「
小

牧
用
箋
」
と
小
さ
く
印
字
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
と
小
牧
用
箋
の
印
字
か
ら
、

「
選
の
経
過
説
明
」
は
小
牧
茂
彦
が
記
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

（
十
七
）
口
絵
の
豊
彦
肖
像
に
直
筆
色
紙
の
筆
跡
で
添
え
ら
れ
て
い
る
が
本
文
に

収
録
さ
れ
て
い
な
い
未
発
表
歌
「
杯
を
ふ
く
み
て
見
た
る
あ
め
つ
ち
の
お
ほ

ら
か
な
る
を
忘
れ
か
ね
つ
ゝ
」
も
含
め
る
と
、
四
百
四
十
二
首
で
あ
る
。

（
十
八
）
年
毎
に
収
録
さ
れ
て
い
る
未
発
表
歌
数
を
作
歌
数
で
除
し
て

を
乗
じ
、

100

小
数
第
二
位
以
下
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
。

（
十
九
）
『
明
星
』
午
年
第
五
号
（
明
治
三
十
九
年
〈
一
九
〇
六
〉
五
月
東
京
新

詩
社
）
誌
上
に
「
爾
後
本
社
同
人
に
加
盟
せ
る
は
。
中
島
清
（
東
京
）
田
村

豊
彦
（
大
阪
）
の
二
人
な
り
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
『
与
謝
野
寛
短
歌
全

集
』
（
昭
和
八
年
〈
一
九
三
三
〉
二
月
明
治
書
院
）
下
巻
所
収
「
与
謝
野
寛

年
譜
」
で
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
項
に
「
藤
岡
長
和
・
田
村

豊
彦
・
渡
邊
湖
畔
・
白
仁
秋
津
の
諸
君
、
新
詩
社
同
人
と
な
る
」
と
あ
る
が
、

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
ま
で
の
『
明
星
』
に
田
村
黄
昏
の
作
品
も
名

前
も
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
豊
彦
の
東
京
新
詩
社
入
社
を
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
と
し
て
い
る
「
与
謝
野
寛
年
譜
」
は
誤
り
で
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
十
）
遺
族
提
供
の
戸
籍
謄
本
に
豊
彦
の
母
は
奥
山
金
剛
の
長
女
と
あ
り
、
豊

彦
の
母
方
祖
父
が
奥
山
金
剛
と
判
明
し
て
い
る
。
豊
彦
の
母
方
伯
父
は
奥
山

麓
、
奥
山
正
路
、
母
方
叔
父
は
有
田
兎
毛
三
で
あ
る
が
、
奥
山
金
剛
を
は
じ

め
と
す
る
豊
彦
の
母
方
親
族
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
説
明
す
る
。

（
二
十
一
）
豊
彦
の
遺
族
宅
に
十
折
名
義
の
俳
句
が
記
さ
れ
た
短
冊
が
あ
る
他
、

邨
田
聴
泉
『
聴
泉
古
稀
集
』
（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
九
月
村
田
六
太

夫
刊
）
に
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
九
）
五
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
和
歌
俳
句

の
雅
会
参
加
者
と
し
て
柏
崎
女
学
校
の
田
村
十
折
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

［
付
記
］

引
用
文
は
現
行
の
字
体
を
用
い
、
斜
線
で
改
行
を
表
し
、
適
宜
ル
ビ
を
省
き
明

ら
か
な
誤
り
は
改
め
た
。
『
黄
昏
』
や
豊
彦
の
歌
稿
、
小
牧
茂
彦
の
草
稿
を
提
供

し
て
く
だ
さ
っ
た
豊
彦
の
遺
族
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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な
お
、
本
稿
完
成
後
、
藤
岡
長
和
が
発
行
し
て
い
た
『
敷
島
』
に
も
豊
彦
の
寄

稿
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
敷
島
』
の
調
査
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
み
や
も
と

わ
か
こ
・
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）




